
 

 

 

 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C(2): 23592310(平成 23-26) 

研究課題名 開頭手術における運動誘発電位モニタリングに関する検討 

研究代表者 阿部龍一 

研究分担者 川口昌彦、林 浩伸、井上聡己、中瀬裕之、古家 仁 

研究経費 計 273 万円 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C(2):25462449(平成 25-28 年度) 

研究課題名 
心臓血管手術中におけるレーザースペックル法による眼血流測定と術

後視機能障害の検討 

研究代表者 林 浩伸  

研究分担者 
川口昌彦、井上聡己、野村泰充、吉谷健司、緒方 奈保子、谷口繁樹、

松浦豊明、岡本全弘 

研究経費 計 494 万円 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C(2):25460772(平成 25-28) 

研究課題名 
周術期医療のクオリティ・インディケーターとしての麻酔満足度尺度の

開発 

研究代表者 田中 優 

研究分担者 川口昌彦、井上聡己 

研究経費 計 507 万円 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C：26462344(平成 26-28) 

研究課題名 全身麻酔薬が糖尿病環境下にある癌細胞の増殖能に与える影響 

研究代表者 瓦口至孝 

研究経費 計 455 万円 

文部科学省科学研究費 若手研究 B：26861242(平成 26-28) 

研究課題名 
ミノサイクリンが発達段階の脳における全身麻酔薬の神経毒性を抑

制できるか？ 

研究代表者 西和田 忠 

研究経費 計 351 万円 



 

 

 

学生講義 

川口昌彦 神経疾患の周術期管理     2014.5.1 

渡邉恵介 ペインクリニック       2014.5.1 

川口昌彦 麻酔について         2014.6.2 

阿部龍一 気道管理           2014.6.2 

松成泰典 術中モニタリング       2014.6.2 

藤原亜紀 伝達麻酔           2014.6.5 

北川和彦 全身麻酔           2014.6.9 

田中 優 麻酔と統計          2014.6.10 

瓦口至孝 小児麻酔・産科麻酔      2014.6.10 

林 浩伸 脳神経疾患の麻酔       2014.6.12 

安宅一晃 集中治療と急変対応      2014.6.12 

四宮敏章 緩和医療           2014.6.16 

西和田 忠 腎不全・肝不全の急性期管理 2014.7.17 

井上聡己 呼吸不全の急性期管理     2014.9.3 

井上聡己 多臓器不全の病態と治療    2014.9.3 

 

院内講義 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C：26462763(平成 26 -29) 

研究課題名 脳蘇生におけるアミオダロン脳保護効果に関する研究 

研究代表者 井上聡己 

研究分担者 川口昌彦 

研究経費 計 390 万円 

文部科学省科学研究費 基盤研究 C：26462372(平成 26-28 年度) 

研究課題名 非眼科的手術後の眼合併症の発生状況とその誘因に関する検討 

研究代表者 川口昌彦  

研究分担者 松浦豊明、林 浩伸、井上聡己、緒方 奈保子、田中 優 

研究経費 計 455 万円 



井上聡己  周術期管理勉強会 アナフィラキシーへの対応   2014.4.23 

四宮敏章  周術期管理勉強会 緩和医療に必要な基礎知識   2014.5.13 

阿部龍一  周術期管理勉強会 Difficult Airway Management  2014.5.19 

川口昌彦  周術期管理勉強会 中心静脈カテーテルの安全管理 2014.5.29 

熊野穂高  周術期管理勉強会 人工呼吸管理         2014.6.11 

松成泰典  周術期管理勉強会 周術期の循環管理       2014.6.18 

西和田 忠 周術期管理勉強会 分離肺換気の管理法      2014.6.25 

瓦口至孝  周術期管理勉強会 小児麻酔における救急対応   2014.7.3 

北川和彦  周術期管理勉強会 神経ブロックと局所麻酔薬中毒 2014.7.16 

井上聡己  周術期管理勉強会 大量出血時の対応       2014.7.30 

内藤祐介  周術期管理勉強会 経食道心エコーのルーチン手技 2014.8.6 

川口昌彦  周術期管理勉強会 術後鎮痛とＰＣＡ       2014.8.21 

渡邉恵介  周術期管理勉強会 痛みの機序と治療薬      2014.9.3 

藤原亜紀  周術期管理勉強会 麻薬の使用法と副作用対策   2014.9.17 

新城武明  周術期管理勉強会 周術期肺塞栓予防策      2014.10.1 

井上聡己  周術期管理勉強会 ＩＣＵでの抗生剤の使い方   2014.10.15 

瓦口至孝  周術期管理勉強会 産科麻酔の up date       2014.11.5 

松成泰典  周術期管理勉強会 輸血と止血凝固        2014.11.20 

安宅一晃  周術期管理勉強会 急性腎不全と血液浄化法    2014.12.3 

林 浩伸  周術期管理勉強会 人工心肺を考える       2014.12.17 

野村泰充  周術期管理勉強会 救急患者の初期対応      2015.1.14 

 

 

インストラクター 

安宅 一晃  

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 4 月出雲コース 2014.4.19-20 島根 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 5 月大阪コース 2014.5.10-11 大阪 

・米国集中治療医学会第 10 回日本クリティカルケア看護学会学術集会コース 2014.5.23-

24 愛知 

・米国集中治療医学会第 5 回 FDM コース 2014.5.30 栃木 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 6 月東京コース 2014.6.7-8 東京 

・米国集中治療医学会第 9 回 PFCCS コース 2014.6.14-15 大阪 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 6 月札幌コース 2014.6.28-29 北海道 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 6 月武蔵野コース 2014.6.28-29 東京 

・米国集中治療医学会第 10 回 PFCCS コース 2014.8.2-3 東京 



・米国集中治療医学会 FCCS Japan 8 月大阪コース 2014.8.16-17 大阪 

・米国集中治療医学会第 19 回 JSEPTIC-CTG 総会 2014.9.14 東京 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 8 月相模原コース 2014.8.30-31 神奈川 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 9 月東京コース 2014.9.14-15 東京 

・特定行為に係る看護師 臨床薬理学講座 2014.9.27-28/2014.11.1-2  

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 10 月広島コース 2014.10.4-5 広島 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 10 月鹿児島コース 2014.10.18-19 鹿児島 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 11 月倉敷コース 2014.11.15-16 岡山 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 11 月東京コース 2014.11.29-30 東京 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 12 月大阪コース 2014.12.6-7 大阪 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 12 月武蔵野コース 2014.12.20-21 東京 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 1 月福島コース 2015.1.31-2.1 福島 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 2 月福島コース 2015.2.14-15 宮城 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 2 月相模原コース 2015.2.14-15 神奈川 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 3 月津コース 2015.3.7-8 三重 

・米国集中治療医学会 FCCS Japan 3 月那覇コース 2015.3.14-15 沖縄 

 

瓦口 至孝 

・小児二次救命処置（PALS）アップデートコース 2104.6.21、京都 

・小児二次救命処置（PALS）プロバイダーコース 2104.10.5-6、大阪 

・小児二次救命処置（PALS）プロバイダーコース 2104.12.13-14、大阪 

 

野村 泰充 

・インストラクター、JATEC 奈良コース 

 

 

院内委員（H26.4.1-） 

川口昌彦 

麻酔科部長 

ペインセンターセンター長 

集中治療部部長 



医療安全・質評価・教育対策プロジェクト長 

医療安全管理委員会委員長 

医療安全推進室室長（26.6.2 まで） 

大学院研究指導教員 博士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

大学院研究指導教員 修士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

大学院修士課程運営委員 

動物実験委員会委員 

輸血療法委員会副委員長 

呼吸サポートチーム(RST)チーム長 

医療ガス委員会委員長 

ハイブリット OP 室機種選定委員長 

病院運営協議会委員 

医療情報システム運営委員 

脳死判定委員 

臓器移植実行委員 

院内がん登録委員 

周術期管理センター長 

医療情報システム運営委員 

肺塞栓症・深部静脈血栓症予防対策専門部会委員 

IVR センター運営委員 

映像システム購入検討委員会委員長 

救急医療運営委員 

中央手術部運営委員 

医療ガス安全管理委員長 

 

安宅一晃 

医療安全推進室室長（26.6.2～） 

医療安全管理委員会委員長（26.6.2～） 

病院運営協議会委員（26.6.2～） 

肺塞栓症・深部静脈血栓症予防対策専門部会委員 

中央手術部運営委員 

メディカルバースセンター運営委員 

 

四宮敏章（緩和ケアセンター） 

緩和ケアセンターセンター長 

病院運営協議会 



がん診療連携拠点病院運営検討委員 

緩和ケアセンター運営委員長 

緩和ケアセンター外来医長 

 

井上聡己（集中治療部） 

集中治療部副部長 

集中治療部医局長 

医療安全推進室副室長 

大学院研究指導教員 博士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

大学院研究指導教員 修士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

呼吸サポートチーム(RST)メンバー 

ICT 委員 

電子カルテ委員 

分析・対策検討チーム 

集中治療部病棟医長 

 

渡邉恵介（ペインセンター） 

ペインセンター副センター長 

ペインセンター医局長 

保険(レセプト)対策委員会委員 

診療情報管理委員 

地域医療連携院内実務委員 

保険担当医長 

ペインセンター外来医長 

 

北川和彦（麻酔科） 

ニュースレター編集委員長 

 

田中 優（中央手術部） 

中央手術部医局長 

リスクマネージャー 

中央手術部連絡委員 

電子カルテ委員副院長 

手術・病病連携対策プロジェクト推進会議メンバー 

医薬材料対策プロジェクト会議構成員 

 



瓦口至孝（麻酔科） 

麻酔科医局長 

中央手術部副部長 

ICT 委員（担当変更） 

カルタヘナ法対象品管理責任者 

大学院研究指導補助教員 博士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

大学院研究指導補助教員 修士課程（侵襲制御・生体管理医学） 

中央手術部連絡委員委員長 

ハイブリット OP 室機種選定委員 

災害医療対策委員会ワーキンググループメンバー 

医薬材料対策プロジェクト会議構成員（担当変更） 

手術・病病連携対策プロジェクト推進会議メンバー 

救急医療運営委員会ワークンググループ会議メンバー 

IVR センター連絡協議会委員 

映像システム購入検討委員会副委員長 

手術台・無影灯・シーリングペンダント購入検討委員会委員 

肺塞栓症・深部静脈血栓症予防対策専門部会コアメンバー 

 

松成泰典（中央手術部） 

麻酔科副医局長 

学生試験作成 

Safety Net 委員 

中央手術部連絡委員 

臨床検査連絡委員会 

 

阿部龍一（中央手術部） 

ポリクリ担当 

当直表担当 

 

野村泰充（集中治療部） 

ＮＳＴメンバー 

リスクマネージャー 

電子カルテ委員 

栄養サポートチームメンバー 

 

林 浩伸（麻酔科） 



麻酔科外来医長 

 

藤原亜紀（麻酔科） 

麻酔科病棟医長 

リスクマネージャー 

 

西和田 忠（麻酔科） 

輸血療法委員 

新城武明（中央手術部） 

電子カルテ委員 

 

寺田雄紀（麻酔科学教室） 

ICT 委員会 

 

熱田 淳（麻酔科） 

電子カルテ委員 

 

 

院外委員会委員 

古家 仁 

日本麻酔科学会監事 

日本心臓血管麻酔学会監事 

日本蘇生学会監事 

日本神経麻酔・集中治療研究会評議員 

日本ペインクリニック学会評議員 

日本静脈麻酔学会評議員 

日本疼痛学会評議員 

日本手術医学会評議員 

日本麻酔医事法制研究会評議員 

日本疼痛漢方研究会常任世話人 

 

 

川口昌彦 

日本麻酔科学会代議員 

日本麻酔科学機関誌 Journal of Anesthesia, Section editor 

日本麻酔科学会専門医筆記試験委員 



日本麻酔科学会 麻酔全般ワーキンググループ委員 

日本臨床麻酔学会評議員 

日本心臓血管麻酔学会理事 

日本心臓血管麻酔学会学術委員（脳脊髄） 

日本蘇生学会評議員 

日本蘇生学会編集委員会委員 

日本神経麻酔・集中治療研究会事務局長 

日本脳神経モニタリング学会理事 

日本循環制御学会評議員 

日本麻酔科学会代議員 

日本麻酔科学会 Journal of Anesthesia Editorial Board Section Editour 

日本麻酔科学会 JA Clinical Report Editorial Board Section Editour 

日本麻酔科学会麻酔全般ワーキンググループメンバー 

日本麻酔科学会麻酔器始業点検改定ワーキンググループメンバー 

日本麻酔科学会関西支部運営委員会 

日本心臓血管麻酔学会常任理事 

 

井上聡己 

日本心臓血管麻酔学会学術委員会 非開心術委員 

日本心臓血管麻酔医専門医試験委員 

日本集中治療医学会評議員 

日本麻酔科学機関誌 Journal of Anesthesia, Associate Editorial Board Member 

 

田中 優 

EBM 麻酔研究会世話人 

日本集中治療学会 ARDS 作成委員アドバイザー 

京都大学大学院医学研究科健康情報学講師（文献評価法） 

日本集中治療学会 ARDS 作成委員ワークショップ講師 

 

林 浩伸 

第 20 回日本脳神経モニタリング学会事務局長 

 

  



2014 年業績 

<著書：欧文> 

なし 

 

 

<著書：和文> 

西村友美、川口昌彦. 麻酔科医のための周術期の疼痛管理. 高齢者の周術期疼痛管理(編集 

川真田 樹人). 株式会社 中山書店 p172-178、2014   

 

位田 みつる、川口昌彦. 神経麻酔 Q&A －エビデンスに基づく最新の知識とテクニック－. 

術前評価と周術期管理 心血管系合併症を有する患者の術前評価とリスク管理(編集：内野

博之). 株式会社 総合医学社 p32-38、2014 

   

林 浩伸、川口昌彦. 神経麻酔 Q&A －エビデンスに基づく最新の知識とテクニック－. モ

ニタリングによる脳・脊髄機能評価と治療への応用 誘発電位(編集：内野博之). 株式会社 

総合医学社 p94-99、2014 

 

吉村季恵、川口昌彦. 神経麻酔 Q&A －エビデンスに基づく最新の知識とテクニック－. 脳

腫瘍患者の麻酔管理 テント上腫瘍摘出術の麻酔管理(編集：内野博之). 株式会社 総合医学

社 p156-162、2014  

 

川口昌彦. 術中神経モニタリングバイブル 術後神経合併症予防のための実践的手法とその

解釈. 序 (編集：川口昌彦、中瀬裕之). 株式会社 羊土社 p3-4、2014    

 

川口昌彦、中瀬裕之、位田 みつる. 術中神経モニタリングバイブル 術後神経合併症予防の

ための実践的手法とその解釈. 大動脈の解剖(編集：川口昌彦、中瀬裕之). 株式会社 羊土社 

p56-59、2014 

  

阿部龍一. 術中神経モニタリングバイブル 術後神経合併症予防のための実践的手法とその

解釈. 全身麻酔の流れ(編集：川口昌彦、中瀬裕之). 株式会社 羊土社 p110-113、2014 

 

内藤祐介. 術中神経モニタリングバイブル 術後神経合併症予防のための実践的手法とその

解釈.全身麻酔薬(編集：川口昌彦、中瀬裕之). 株式会社 羊土社 p114-117、2014  
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なし 

 

 

<国内学会発表：シンポジウム> 

川口昌彦. 術中神経モニタリングにおける麻酔管理とその問題点. 第 44 回日本臨床神経生

理学会学術大会、2014.11.21、福岡 

 

安宅一晃. RRS(Rapid Response System)オンライン登録の現状と問題点. 日本臨床麻酔学

会第 34 回大会、2014.11.1、東京 

 

川口昌彦、野村 実. 術中の近赤外線脳酸素モニター使用の現状. 日本臨床麻酔学会第 34 回

大会、2014.11.1、東京 

 

田中 優、吉谷健司、川口昌彦. 胸腹部大動脈瘤に対する開腹手術に対しての運動誘発電位



（MEP)モニタリングの術後下肢麻痺の診断特性の研究に対して. 日本心臓血管麻酔学会第

19 回学術大会、2014.9.21、大阪 

 

橋爪圭司、渡邉恵介. 四肢の神経障害性疼痛に対するに神経ブロック治療. 日本ペインクリ

ニック学会第 48 回大会、2014.7.26、東京 

井上聡己、川口昌彦. 術後の疼痛管理チームの現状とその問題点. 日本ペインクリニック学

会第 48 回大会、2014.7.25、東京 

 

西村文彦、弘中康雄、新 靖史、朴 永銖、本山 靖、中川一郎、田村 健太郎、松田良介、竹

島靖浩、中瀬裕之、川口昌彦、林 浩伸、高谷恒範. 内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術にお

ける視機能温存を目的とした術中 VEP モニタリング. 第 20 回日本脳神経モニタリング学

会、2014.7.12、東京 

 

有元秀樹、重光胤明、林下浩士、嶋岡英輝、安宅一晃、宮原聡子、川口 なぎさ、木村千穂、

松村京子、松下千紘. Rapid Response System と研修医教育の場合. 第 17 回日本臨床救急

医学会総会・学術集会、2014.6.1、東京 

 

安宅一晃. Rapid Response System : RRS -あなたの施設ではどう？当施設での RRS 運用と

その後の経過. 第 10 回日本クリティカルケア看護学会学術集会、2014.5.25、名古屋 

 

川口昌彦. 広報委員会：麻酔科に必要な技術・技能と臨床診療における諸問題 抗凝固療法

中の患者の麻酔計画. 日本麻酔科学会第 61 回学術集会、2014.5.16、横浜 

 

渡邉恵介. Ｘ線透視下の硬膜外ブロック（脊髄刺激）・関節ブロック. 第 4 回神経ブロック

手技シンポジウム、2014.1.25、大阪 

 

 

<国際学会発表：一般演題> 

Aki Fujiwara, Keisuke Watanabe, Keiji Hashizume, Kazuhiko Kitagawa, Jun Atsuta, 

Kozue Shinohara, Masahiko Kawaguchi. TRANSFORAMINAL EPIDURAL BLOOD 

PATCH FOR INTRACTABLE SPONTANEOUS CEREBROSPINAL FLUIDLEAK.  

American Society of Regional anesthesia and Pain Medicine Meeting, 2014.11.13-15, San 

Francisco 

 

Kie Yoshimura, Mitsuru Ida, Yuu Tanaka, Hironobu Hayashi, Masahiko Kawaguchi. 

Systematic Review of Motor Evoked Potentials Monitoring with Transcranial and Direct 



Motor Cortex Stimulation in Patients Undergoing Intracranial Aneurysm Surgery. 

American Society of Anesthesiologists 2014 Annual Meeting, 2014.10.15,New Orleans 

 

Yuka Akasaki, Hironobu Hayashi, Masahiko Kawaguchi. Evaluation of Feasibility and 

Reliability of Intraoperative Visual Evoked Potential Monitoring During Craniotomy. 

American Society of Anesthesiologists 2014 Annual Meeting, 2014.10.15, New Orleans 

 

 

 

Junji Egawa, Jan M. Shilling, Edmund Posadas, Chitra D. Mandyam,Piyush M. Patel, 

Brian P. Head. Neuron-Targeted Caveolin-1 Remodels Hippocampal Neurons and 

Enhances Hippocampal Plasticity and Cognition. American Society of Anesthesiologists 

2014 Annual Meeting, 2014.10.14, New Orleans 

 

Junji Egawa, Weihua Cui, Edmund Posadas, Jan M. Shilling, Piyush M. Patel, Brian P. 

Head. Neuron-Targeted Caveolin-1 Attenuates Traumatic Brain Injury-Mediated Motor 

and Cognitive Deficits. American Society of Anesthesiologists 2014 Annual Meeting, 

2014.10.13, New Orleans 

 

Hironobu Hayashi, Masahiro Okamoto, Hideaki Kawanishi, Toyoaki Matsuura, 

Masahiko Kawaguchi. The Association Between Ocular Blood Flow Measured by Laser 

Speckle Flowgraphy During Aortic Arch Surgery With Selective Cerebral Perfusion and 

Postoperative Cerebral Complication. American Society of Anesthesiologists 2014 

Annual Meeting, 2014.10.13, New Orleans 

 

Yasunori Matsunari, Masaaki Doi, Hideto Matsui, Masahiko Kawaguchi, Mitsuhiko 

Sugimoto. Functional link between immobilized tissue factor and von Willebrand factor 

in mural thrombus formation under high shear rate conditions. The 8th CONGRESS OF 

ASIA PACIFIC SOCIETY OF THROMBOSIS AND HEMOSTASIS -2014, 2014.10.11, 

Hanoi 

 

Kie Yoshimura, Mitsuru Ida, Yuu Tanaka, Hironobu Hayashi, Masahiko Kawaguchi. 

Systematic Review of Motor Evoked Potentials Monitoring with Transcranial and Direct 

Motor Cortex Stimulation in Patients Undergoing Intracranial Aneurysm Surgery. The 

42th Annual Meeting of Neurosurgical Anesthesia and Critical Care 2014, 2014.10.9-10, 

New Orleans 



 

Junji Egawa, Jan M. Shilling, Edmund Posadas, Chitra D. Mandyam,Piyush M. Patel, 

Brian P. Head. Neuron-Targeted Caveolin-1 Remodels Hippocampal Neurons and 

Enhances Hippocampal Plasticity and Cognition. The 42th Annual Meeting of 

Neurosurgical Anesthesia and Critical Care 2014, 2014.10.9-10, New Orleans 

 

Hironobu Hayashi, Masahiro Okamoto, Hideaki Kawanishi, Toyoaki Matsuura, 

Masahiko Kawaguchi. The Association Between Ocular Blood Flow Measured by Laser 

Speckle Flowgraphy During Aortic Arch Surgery With Selective Cerebral Perfusion and 

Postoperative Cerebral Complication. The 42th Annual Meeting of Neurosurgical 

Anesthesia and Critical Care 2014, 2014.10.9-10, New Orleans 

 

 

Yuka Akasaki, Hironobu Hayashi, Masahiko Kawaguchi. Evaluation of Feasibility and 

Reliability of Intraoperative Visual Evoked Potential Monitoring During Craniotomy. 

The 42th Annual Meeting of Neurosurgical Anesthesia and Critical Care 2014, 

2014.10.9-10, New Orleans 

 

 

<国内学会発表：一般演題> 

野村泰充、安宅一晃、永田明恵、井上聡己、古家 仁、川口昌彦. 当院における院内心肺停止

の現状についての検討. 日本蘇生学会第 33 回大会、2014.12.5、浜松 

 

川西秀明、松成泰典、塩田 隆、小西康司、萱島道徳、田中 優、古家 仁、川口昌彦. 当院に

おける術後呼吸数モニタリング施行の現状と問題点. 第 9 回医療の質・安全学会学術集会、

2014.11.23、千葉 

 

小西康司、川西秀明、塩田 隆、岩下裕一、萱島道徳、田中麻里、石川 しのぶ、松成泰典、

古家 仁、川口昌彦. Safety Net での呼吸数モニタリングによる安全性向上への取り組み. 第

9 回医療の質・安全学会学術集会、2014.11.23、千葉 

 

藤原紳祐、藤谷茂樹、小池朋孝、森安恵美、安宅一晃、中川雅史、児玉貴光. 院内心肺停止

症例の Retrospective data collection 研究 . 第 9 回医療の質・安全学会学術集会、

2014.11.22-24、千葉 

 

林 浩伸. 胸部大動脈手術中に Laser Speckle Flowgraphy を用いて測定した視神経乳頭と



脈絡膜の血流変化の検討. 第 5 回眼科レーザースペックル研究会、2014.11.8、東京 

 

内藤祐介、岩田敏男、藤本祐子、佐々岡 紀之、井上聡己、川口昌彦. 麻酔中のＴＥＢ法によ

り心拍出量と APCO 心拍出量の相関に関する検討. 日本臨床麻酔学会第 34 回大会、

2014.11.3、東京 

 

川西秀明、松成泰典、小西康司、塩田 隆、川口昌彦. 当院における Masimo®Patient 

SefetyNet システム構築後の現状. 日本臨床麻酔学会第 34 回大会、2014.11.3、東京 

 

田中 優、内藤祐介、井上聡己、川口昌彦. Postoperative quality of recovery score:the QoR15 

日本語版の妥当性・信頼性の検討-パイロット研究. 日本臨床麻酔学会第 34 回大会、

2014.11.3、東京 

 

川西秀明、林 浩伸、岡本全弘、松浦豊明、川口昌彦. 弓部大動脈人工血管置換術中におけ

る眼底血流と眼動脈血流速度の関連性の検討. 日本臨床麻酔学会第 34 回大会、2014.11.1、

東京 

 

松成泰典、北口勝康、川口昌彦. 全身麻酔後に発生した肺胞出血の１症例. 日本臨床麻酔学

会第 34 回大会、2014.11.1、東京 

 

奥村将年、安宅一晃、宇城敦司、大塚康義、和田 翔、嶋岡英輝. ICU 緊急入室患者におけ

るせん妄の発生と持続鎮静・鎮痛薬との関係. 第 42 回日本救急医学会総会・学術集会、

2014.10.30、福岡 

 

安宅一晃、有元秀樹、重光胤明、奥村将年、梅井菜央. 院内救急の取り組み. 第 42 回日本救

急医学会総会・学術集会、2014.10.29、福岡 

 

藤谷茂樹、藤原紳祐、児玉貴光、津久田 純平、楳川紗理、安宅一晃. 大学病院と一般病院で

の RRS の検討. 第 42 回日本救急医学会総会・学術集会、2014.10.29、福岡 

 

藤原紳祐、藤谷茂樹、小池朋孝、森安恵美、児玉貴光、安宅一晃. 多施設後向き院内心肺停

止症例の検討. 第 42 回日本救急医学会総会・学術集会、2014.10.29、福岡 

 

新城武明、林 浩伸、寺田雄紀、松成泰典、瓦口至孝、川口昌彦. 脊髄係留解除手術中に球海

綿体反射モニタリングを施行した9症例の検討. 日本小児麻酔学会第20回大会、2014.9.23、

札幌 



 

寺田雄紀、井上聡己、内藤祐介、野村泰充、瓦口至孝、川口昌彦. 産褥７日に周産期心筋症

による急速な心肺機能不全を呈した１例. 日本心臓血管麻酔学会第 19 回学術大会、

2014.9.21、大阪 

 

小西康司、川西秀明、塩田 隆、岩下裕一、萱島道徳、田中麻理、石川 しのぶ、古家 仁、

川口昌彦. Safety Net での呼吸数モニタリングによる安全性向上への取り組み. 第 1 回日本

医療安全学会学術総会、2014.9.21、東京 

 

林 浩伸. 側臥位での覚醒下脳手術中における麻酔再導入時の気道確保法の検討. 第12回日

本 awake surgery 学会、2014.9.11、神奈川 

 

林 浩伸、高谷恒範、山本 さよみ. 視覚誘発電位・聴性脳幹反応. 第 4 回奈良術中神経モニ

ター講習会、2014.8.23、大阪 

 

阿部龍一. 大血管手術での運動誘発電位モニタリング. 第 4 回奈良術中神経モニター講習

会、2014.8.23、大阪 

 

林 浩伸. 視覚誘発電位モニタリングの実際 . 第 4 回奈良術中神経モニター講習会、

2014.8.23、大阪 

 

川口昌彦. モニタリングの麻酔. 第 1 回関西脳脊髄電気生理セミナー モニタリングセミナ

ー、2014.8.16、大阪 

 

西村友美. 麻酔科術前診察－こんな点に注意しています－ . 奈良周術期管理セミナー、

2014.8.9、大阪 

 

瓦口至孝. 周術期肺塞栓症はこんなに怖い！－予防と発症時対応の基礎知識－. 奈良周術

期管理セミナー、2014.8.9、大阪 

 

熱田 淳、渡邉恵介、藤原亜紀、若山 寛、篠原 こずえ、橋爪圭司、川口昌彦. 脳脊髄液漏出

症に対する dynamic myelography を用いた漏出点検出の試み. 日本ペインクリニック学会

第 48 回大会、2014.7.25、東京 

 

藤原亜紀、渡邉恵介、橋爪圭司、若山 寛、熱田 淳、川口昌彦. 経椎間孔的硬膜外自家血パ

ッチの経験. 日本ペインクリニック学会第 48 回大会、2014.7.25、東京 



 

寺田雄紀、竹内宗之、橘 一也、清水義之、山下智範、西垣五月、木内惠子. 乳児早期からの

原疾患不明の進行性間質性肺炎に対し厳密な肺保護換気で肺傷害の進行を防いだ一症例. 

第 36 回日本呼吸療法医学会学術総会、2014.7.20、秋田 

 

川口昌彦. 術後視機能異常. 東京麻酔専門医会、2014.7.13、東京 

 

寺本佳菜、小川哲平、辻本雄大、犬童隆太、松葉晃平、高木 美由紀、西浦聡子、井上聡己. 

人工呼吸管理患者への鎮痛・鎮静プロトコル導入過程における医療者の鎮静鎮痛管理に対

する認識への影響. 第 59 回日本集中治療医学会近畿地方会、2014.7.12、大阪 

 

永田明恵、西浦聡子、内藤祐介、安宅一晃、井上聡己、川口昌彦. 当院 ICU における人工

呼吸管理の現状と再挿管関連因子の検討. 第 59 回日本集中治療医学会近畿地方会、

2014.7.12、大阪 

 

松浦秀記、井上聡己、野村泰充、西和田 忠、安宅一晃、川口昌彦. アスペルギルス菌塊塞栓

による気管支チェックバブルを生じたと考えられる症例. 第 59 回日本集中治療医学会近畿

地方会、2014.7.12、大阪 

 

高谷恒範、山本 さよみ、吉田秀子、西田幸世、水野麗子、山崎正晴、本山 靖、中瀬裕之、

林 浩伸、川口昌彦. 当院手術室における術中神経機能モニタリングーチーム医療における

技師の関わり－. 第 20 回日本脳神経モニタリング学会、2014.7.12、東京 

 

眞弓 あずさ、竹内宗之、橘 一也、木水友一、水口壮一、重川 周、堀口 佑、寺田雄紀、山

下智範、文 一恵、津田 雅世、籏智武志、清水義之、木内惠子. 肺炎を契機に status dystonicus

を発症し、長期人工呼吸管理が必要であった一症例. 第 59 回日本集中治療医学会近畿地方

会、2014.7.12、大阪 

 

田原一樹、山崎正晴、四宮敏章、上田 昇太郎、伊豆原 知恵、梅岡京子、小林愼治、厚坊浩

史. がん疼痛に対する強オピオイド導入に影響する要因の分析. 第 19 回日本緩和医療学学

会学術大会、2014.6.20、神戸 

 

橋爪圭司、渡邉恵介. 脊椎 3D-CT が診断に有用であった頸髄症術後の上肢痛. 第 44 回日本

ペインクリニック学会関西支部学術集会、2014.6.7、大阪 

 

熱田 淳、渡邉恵介、藤原亜紀、北川和彦、川口昌彦. 脊椎披裂を有する患者に対する S1 神



経根ブロックの経験. 第 44 回日本ペインクリニック学会関西支部学術集会、2014.6.7、大

阪 

 

松成泰典、土井政明、松井英人、西尾健治、古家 仁、川口昌彦、松本充彦. von Willebrand 

因子上での壁血栓形成における可溶性および固相化組織因子の血流依存性機能. 第 36 回日

本血栓止血学会学術集会、2014.5.31、大阪 

 

川西秀明、田中 優、塩田 隆、松成泰典、古家 仁、川口昌彦. アコースティック呼吸数モニ

タを用いた術後呼吸数変動と低酸素血症の関連性についての検討. 日本麻酔科学会第 61 回

学術集会、2014.5.16、横浜 

 

田中 優、北村 絢、内藤祐介、井上聡己、川口昌彦. Postoperative quality of recovery 

score:the QoR15 日本語版の妥当性・信頼性の検討-パイロット研究. 日本麻酔科学会第 61

回学術集会、2014.5.16、横浜 

 

松成泰典、瓦口至孝、新城武明、下田孝司、川口昌彦. 小児先天性心疾患患者において体循

環中の局所酸素飽和度（rSO2）は頭部と体部で解離する. 日本麻酔科学会第 61 回学術集会、

2014.5.16、横浜 

 

内藤祐介、岩田敏男、藤本祐子、佐々岡 紀之、田中 優、川口昌彦. 日本語版 PQRS の実施

可能性、信頼性、妥当性の検討. 日本麻酔科学会第 61 回学術集会、2014.5.16、横浜 

 

赤﨑由佳、田中 優、大井彩子、瓦口至孝、井上聡己、川口昌彦. 当院における帝王切開手術

後の硬膜穿刺後頭痛の現状調査 日本麻酔科学会第 61 回学術集会、2014.5.16、横浜 

 

後田絢子、井上聡己、西村友美、岡本亜紀、川口昌彦. 周術期の口腔・咽頭組織容積の変化.

日本麻酔科学会第 61 回学術集会、2014.5.15、横浜 

 

植村景子、井上聡己、西和田 忠、野村泰充、田中 優、川口昌彦. 麻酔時に確保された中心

静脈ラインは本当に必要であったかの検討. 日本麻酔科学会第 61 回学術集会、2014.5.15、

横浜 

 

野村泰充、林 浩伸、赤﨑由佳、田中 優、川口昌彦. 当院における脊椎脊髄手術中の運動誘

発電位モニタリングについての検討. 第 18 回日本神経麻酔・集中治療研究会、2014.4.19、

沖縄 

 



新城武明、林 浩伸、田中 優、井上聡己、高谷恒範、川口昌彦. 脊髄係留解除手術中に球海

綿体反射モニタリングを施行した 6 症例の検討. 第 18 回日本神経麻酔・集中治療研究会、

2014.4.19、沖縄 

 

林 浩伸、植村景子、井上聡己、川口昌彦. 当院における Awake craniotomy 麻酔管理の現
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